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南極の自然とわが国の観測南極の自然とわが国の観測

▼▼
渡邉興亞
［総合研究大学院大学 監事/第29次・第35次観測隊長］

定　員》30名程度〈先着順〉
会　場》レストラン 夕凪亭
　　　　神奈川県三浦郡葉山町一色1050　Tel/Fax.046-875-5067
　　　　http://members2.jcom.home.ne.jp/yunagitei/

参加費》1,000円（高校生以下無料）ソフトドリンク＋軽食付　
　　　　※終了後講師を囲んで2次会を予定しています。（会費別）

交　通》JR逗子・京急新逗子駅より
　　　　◎京急バス葉山大道バス停下車 徒歩5分
　　　　　〈逗〉1・2・4・5・6・7・8・13・15・16系統
　　　　◎京急バス一色小学校バス停下車すぐ
　　　　　〈逗〉13・15・16系統

お申し込み方法
住所・氏名・年齢・電話番号をご記入の上、
前日までにE-mailにて
event@ml.soken.ac.jpまでお申し込みください。
Fax.046-858-1542でも受付いたします。
※ご登録いただいた個人情報については、
　本学事業の御案内にのみ使用し、適正に管理いたします。

国立大学法人総合研究大学院大学　
総務課広報係
Tel.046-858-1590

渡 邉 興 亞 先 生 と 、
南 極 大 陸 の 自 然 を 探 ろ う

昭和32年、「国際地球観測年（IGY）」に参加するために
第1次南極観測隊は昭和基地を建設し、越冬観測を始めました。
以来3年間の中断期をはさみ、50年に亘って観測を継続しています。
昭和基地の他に三つの基地があり、その配置は南極の気候系に対応しています。

最奥地の基地は富士山より高いところにあります。

初期の観測は南極の自然を解明することが中心でしたが、

最近では地球の気候変動、惑星科学分野の観測にまで広がっています。

南極の自然とその観測、南極探検の歴史や観測隊の日常の生活などを紹介します。
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※お車でのご来場はご遠慮下さい。
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後援：葉山町


